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Jはじめに ,f研究のI'ア,')と目的

1･神経性食欲不義症の下位分類

神接性il欲JT油 症(̂noremanervosa以下･小)のサブタイプの研究はJanctが11

を強迫群とヒステリー料 二分頒したl903イlII=まで遡ることかできる.一方.過食や叫

吐の1j･仙こ･†及し/こ研究稚i1-は195川 代.=放火される○例えばBerllnら(1951)は悲壮
野であった】3止の女児か過食th,状を･正しその後･肥料 こなっ1こ例を経営している｡ま

たJF邦でもJ95岬 代JCごろよf)同様の稚JL･カくある｡梶山(1959)は ＼̂20例の昏床報告を

行っ1=が.そのうち6例において月食やq&吐かみられたと述べ,乃茶においても小の

舶 小 二多食を示すものかあl)･その臥 - の窄畦を伴うと報告している｡また石

川ら(1960)も川 こおいて食物あさf)･qi畦などがみられる例かあると報告している｡

さらに･ ト坂(196J)は小の桂過EPにかくれ食いr多食,ri吐かみらtl,anoreXlaとい

うJ:I)は 一紙してdlSOrcm とよぶのにふさわし様相をT･すると哨eA-している｡-方.

Jn.Jら(J962)はl＼ではないが･斬IIJjの- 叫吐かみられた止例(=ついて報,i--している｡

ところで 1eyerl196日 は糾こ竹企する小と15企Qi牡を作う… こおける描挿医芋的

な細迫.■･.に即 し･比較や分別 ･試みたれ その後もこうLI=研究報告かみられるよ

うL=なった"例えば･- ontら(1976)は3-例の小忠膚を節食のみのd)eterと.むち･p

食いや F剃乱川などがみられるlO■llerandpurgerL=下陀分朋 し,この二つを比較す

ると肘古は拙迫的･hrl',】的,料 は 的であるか･後削ま外ILW Jであl).ほとんどの例

において.邦止u'Uは肥浦であったと述べ･さらに＼･onlterandpurgcrは企･Jfの利口の

みでは班せを伐てないためこうした行動をとるので･dlctcrよりも1･･後不良であると

し た｡CarrLnkelら(】980)はいの速断}J邦 を満たす過食gH685J)と非過食群(73

剛 を比較し･過食糾 ま- に巴- 叫かあl) アルト ルや産物への依存,盗みや

自校針 Aなどの箭動的行為を示 したと紺/i･-し.さら(=8E-OnlかIlった窄畦の有無に

よる二～JTL;よりも15虫の仔旨による分湖の方か合別 号であるとした｡Casperら(1980)

は川5例の小を朗 の付知 二よl)二糾 こ分けて比較し･- のない畔は内向的であl),

空屋滋を煎近し･棚 鯨のElJiか少ないb{･過食のある糾 ま外rr･･J的で食欲かあI).ま

た不安･抑うつ･Dl'懲岱 対人的な触感さか止められたと述べ.この二つはfrf榊航空

経過 T･後か兄なるとLr別紬のF位郎であるとみなしたOSlrobcrら(198])(ま過食

を作う仙(22例)と‖幼 ない州 22例)を比綬検討し･過允を伴う例は伴わない例に

比べ馴 ■tの刷 沖 アルコール秋川かみられ 幼児期にも悠仰の不安定さや逸脱行動か



あl)･さらに官族項掛 こおいてもruJZEカ(あるとした○また過食を作う剛 ま発症qUlこス

トレスとなる生活上の変化かあったとし･これらの結果は過食を作う例は自我故能や

遠見:性などにおける･早期よI)の帽･L当にJEは しているという彼の仮説にX･盾しないと

した｡

DaCostaら(1992)は下位分湖として･過食を伴うタイプ (bul日日clypc 以下.大

食射)とtf.わないタイプ(nonbu-lHCOrrCSlrlCtOrtyPC以下.不全iy)に分けた

i:安な)･Iの鮒 を蚊pTlL･全ての研知 こおいて･大食劉 まイこ食ら2に比べ,盗み 弟物

乱川･u投企臥 rJ債などの衝郎 ′鵜･JJt5}の不安定さを示 し1=とし,また大食型は

軌 打の肥満･店的な人格便向･家族のJ1滴.菜族の椛伸輔理などの問RBも.71BTJ安であ

,)･これらのことからAYの診断にホ食型と大食42を分ける並iJ分封を与えることの正

当性が′liされたとした｡

ちなみに･1980料 こアノリカ枯神旺乍会よf)DSyⅢ(成増ら】982)がf-J行され l＼

とならんで人itZE(huIH- )か}" られたこともあF)I】98叫 以降は過ilを伴う小と

大食症とのIilLrJもあわせてiR治されることも多くなった｡例えばGJrnCT()985)は大食

1丘をtfう小59例･人itl長引 fわない小59el.A､ではない大食症59例を比較し,大食症

を伴ういと･いではない人食掛 まHL苅以外は似hbっておf)r区別が回避であったと稚Hu･-

した｡

ところで･小食iJと過食･唱吐などを仲うJr-･不忠型のこうした軸性は本邦でも同

様であると-erえられる｡Jこ松ら(t9且3)は夢魔殻におけるALlt22相は 掬鹿し.過食.可

吐･F刺乱川を付する郎(I･1351)は汝穂別 1低 く.盗癖.性的逸脱.自殺企図かみら

れるqrF'･仰 あっ1=とし･さらに人松ら(I938)はその後r45]例の l̂rこ対する11丑でも同

様の稚/Ll-をしている またUJZ也ら(I9B5)l土山を過食症をイけ るI7例と舶食引取のみを

認めるHqJに分けて挨〟L.丑か 丘を11-する駁方は式年g･;で種板月帆が長く.抑坤症

状ではEIJtL企臥 盗垂などの葡励行あを&めたとした｡

以上の稚告からも分かるように･不食ilと井 不金型ではさまざまな相遠点があl).

この二つをいの下位分類とすることに別しては安当であるとされていら.しかし現在

においてらまだ定まっ/ことはいえないm曲がか )･その一つt=爪の下位分Eとして.

過食の1T転で二分するか それとも4m ･･下剤乱JTJなど糾 ヒ(purg】ng)の有無で二分

するかについての;虎治かあるCたとえばCarncrら(】993)は州を ･縦枠な節食些川e51r

】cler)'l川臥 一打'TLを=･う節食型-74臥 および過食を作うA.Y(浄化のlT鮒 まILuわ



ない)J90例に分けて比較し･ 一秒イヒを伴う節食即 は ･純粋な餌食型･よりも過食を

伴う N̂T二部似していたとし.(1r化の有効日こよる下位分新を文持 した｡こうした状況の

なかで】99仲 に1)SAW-nJRからDsN-Ⅳ(.I.'ほ ら】995)へと攻足された際に初めてi糊く下

位分湖され.RestrJCL川gT)rpeとu川ge-Eating/PurgingTypcに分けられた｡このTu

の総掛 こついてはI'alsh(1992)の報告がある帆 DSX-Ⅳにおける州の下位分類は不金

型･非 不全型という分類の有用性を認める一方で.過食と浄化のどちらに此n-を正

くかという.結論に宅っていない議論の存在を考慮 したためのものと思われる8なお.

JF研究の対曳LE例において･こうしたiB諭にLu迎するLk例か一例のみみられた｡それ

は過食頓吐かなく.F剤類似の値段食品の乱用による浄化かみられた症例であった｡
-つの独立肺として検u7[するだけの症例数かないこともあり.今回は対象から除外し

たOこのため本研光の対数Ll三例においては過食のある例と咽址などの浄化のある例は

同一である｡

2.JTl食塾と大食型のT,後および活滋反応の追い

ところで･治縫反応や1'r後に関しても.大食軌 ま不食型に比べて不良であるとする

報告か少なくないことはすでに述べた｡ しかしながら,これらの報告の多 くは以下に

述べるような問Eg点を持つ･不完全なものであると思われる｡それは,①治療法か一

定 しなかったり不明ならの｡このため白然経過としての予後なのか.治癌反応i･述べ

1=ものかについても不明耽となっているもの(beumontら1976.Casperら】98M o'gan

ら1975･凍松ら1983.1988.切池ら1985.I987.Rosenvl■1gCら1990.井出ら1990).

② (/Li措的な貞則を分め)-i,の給紙池滝 施行 したとの記減かあるので治於反応を.SI

L鼓して T,後を論じているとJilわれ.また過食喝也の有知などについての記述もあるが,

大食型と不食型を比較するという視点を欠いているため.報告としては不完全なもの

(gorganら)983･Touyzら1984),③過食唱牡による下位分類をしている机 結節法か

不明敢なうえ,結論も哩味なもの(Channonら)985),である｡

･f:食型と大食型を治戎く反応という視点から比較した報告は稀であl).一定の治蔽法

を施行することで治嫉反応や予後の差児を比較検討したものとしてはLtalniら(】986)

が72例の ･̂lHこ対Lcyprohcptadine,amltr･Ptyline.プラセボを二重盲検法にて投与

し･不全型と大食型の治嫉反応の題児を調べたものなど,ik-BJ!効火に関する研究や.

SLejner(199O)が41例の州に対 し.行動班池を含めた入院治蚊を行った報告の中で不



食42と大食型を比較し.大食即は治鍵の中断か多いなどとしたものなど 散見される

Ii!肱である｡また小食1リと人金型において界なる治秘法の†川】性を治療反応や予後か

らBl付けた報/iifは見当たらない.

3.1Nに対する行動瓜a-の推史と問Ln点

ところで.仙の1台1'ii的介入において 体iZi糊hT)を陛lることは必出であると,eえられ

ている(RusselJlg8t)｡このことは ĴN敗者はさまざまな体韮戚少のための行動を取る

ので.食行動に札卓を当てるよりも休gi岬加i･SFLう方か効34!的であるとする見解から

i)jt持されている(Tow)Zら】984)｡後に述べるように,仏韮珊加のための治1rLE手段と

して攻任.広 くJfJいられているのか行動錬法的アプローチであり.本研究を行ったFt

併鎚でも代休71のために入院となったMTに対し.体韮叩hlTEl的の行動耕法を血行する

ことか多く(佐々^ら1988 久保人ら】989,人松ら】989).大林ら(1993)の調査ではrl

1宙院に入院した休qi杓加目的のih1.fit.杏(のペH2例)の7Bl(不食型の75%.大食Slの80

%)杏-1iめた｡

ちなみに行動破lL:の概要を述べると.行動lii掛 ま学習l卵塊に迎づいている｡学習と

は 鐘rJや1.1相kにもとづく/J三括休の比較的ノK杭的な行動の変容過程｣と定衣されてい

ら.行朗は不r/K反応など人IZIJの一臥iEこFXJ係なく引き起こされる行動(誘発行動.レス

ポンデント行動)とJBtEl的行為としての行動(白虎行臥 オペラノト行動)に):別で

きる｡行動は輔それそれに備わっているが.経験によっても棲j'1される｡行動1'R法は

学習原理を応用して不適応行動i･戚b'ぢあるいは除去することを目的とする方法である

(久野1993)｡州 こ対して旭川された行軌跡IL･の治破技法としては.(Dレスポンデン

ト行動に旺目した治班技法 瓜名の経つtHiIや維3ti'糊ht)に対する不安や恐怖を系統的

脱感作法や断行.JIl練L:よって除くことで#i鍵しようとするもの(舶llsten1965,Schn

ulcrら】973),(診オペラノト行曲目こ江口した治嫉技法 FjiI.演(=1圭は 行動ないしは体玉

柏加がみられるとき 漸次,テレビや読t!!.外出などそれまで焚止していたものを強

化 [-として与えてわ くオペラント条件付けなど,③オペラント条件付けではあるが.

休Ei一相加に対して トークン(代用1号幣)をL;Sえ,それが一足の数に述すると繊慨を与

えるというトークン･エコノミー放くAzeHildら1969)があるか.体正増bTlEl的の N̂の

治捺法としての稚告か旺倒的に多いものは(参のオペラント行動に注目した治鎌技法で

あ ().現在 も1流と考えられる｡なお.この他に認hJに注目した認知嫉法を加味した



認知行政較法などもある｡

ところで.州 こ対する行動妨fl三は】960iHt半ばより試みられるようになったが.当

a)のH;班成瑞は良好なものばかt)ではなかっ1こ｡l【allsLCn(1965)はJ2才の女性例E=

面会別殿や体ql増加に対すろ過制止などを比うことで休屯を増加させ.5カ月後におい

ても経過山女Fであったと和ziした｡u=nderら(】970)は3例に対し.オペラント条件

付け(=よる行加糖法を飽fIL1=が,その削 例は自殺 し.J例は件TTtか戚少 し.】例は体

軋 Jj椎はTF.石目としたか.比企とのrXJ保は依然として似られたままであったと報告し

たoBlanCO(1972)は2例に対 し.オヘラント条件付けによる行勧解法を鹿行 し.先行

2iF-･後もfL適JMfだったとした｡なお本邦でも1960年代終わりqiより野添らによl)氏

みられ.川野ら(1973)の報'uhi)ある｡

この頃の爪の行動拡比に対するBt叫的火解はBruchに代Jlされる｡8ruch(J974)は

行動献地を始rlした自壊例3例を中JLtに報告し.二のうち1折旧 退院裸体jliが誠少し.

J例は辿錠乱 過食FZ吐か臨まt).件gL減少や自殺未遂などもみられ 1例は退院後過

食JB吐か軸鮭 し･ r伯 東遥かあったと述べ,行動般法は臼Ll評価を儲つけ自神性をill

ない また避允qlptなどの描4J:.lLJ.伽やrJtl企関などをもたらすL･1能牡があるとした｡

8ru｡hはその後も子丁劫絞法にJけ る何様の比内を行い.①成功例と報告されている例

もフ*ロ-アップか不十分である.また速やかに体n-か糊hlTしても耕剛 こ再兜かみら

れる｡②(ほ 相加それ白帆 治瓜的な.O.湖 での改善の題碑としては信頼できるもので

はなく.小脚fJri!欄 の改題がなければ.'lL.馴ま侮イ[けらtl.特には死にいたる とし

た｡

しかし】970年代半は以降は治襟技法の攻G.習黙などもあり.行動耕法を符定的に

;f価する稚Lt;-や･行tb鎖法かTT効なことをF打掛 こ糊顎点や改良すべき点などを議没す

る碓LL-'か大半を占めるようになった｡8hanJ-ら(J974)はll例の小惣省に行動疎抜を虎

行し･人見中･作並か回復した柑例のうち,2カ月から72カ月のjB捗ZI童か可能であ

った7例中･体菰堆符か良AFであったのは3例のみであったとし.これまでの文献的

レビューと(順 例から,行動殻法は†柑 相加という/.丈では他の給Bは よJ)も良好であ

る机 長井‖こわたる体3ti鮭符という点ではイ十分であるとした｡na)nlら (1975)は

B例に行動班法をbG行し.いずれもrp後は良Afであったが仏式鮎符のために退駐後も

行動班払7ログラムが必賀けごとした｡ KcllcrMn(】977)は過去】岬 における行動耕杜

の織ilTから･フォローアップの(柵 やその)PjLLU.体丑変化.仏式以外の芸北などをFP



心に文献WJ挨F7ほ 11つ1=｡ この結Dl,休萌姓緒に関しては13例中95Jか十分に.また
3朗かイく十分ではあるが体TrE鮭符ができておI)･ま/こJ3節目7951が吐合故経の改淫や

Eltlr+f価の改善がみられ bTUehらの持論は正当ではないとした｡BeJ.S(1978)ほい

の文献的郎 ほ 行い.この中で行政般汝について触れ.①まだ十分な鼓の症例稚告が

ない･②診断(下位分類)か不十分.③燕物や馴 畑 地のtlfJHのため.行動政弘の評

価が側臥 ④その劉 /3-いlは肥滋になっておJ),ゆっくI)体3Eを相加させた方が

JT,徒がよい･⑤外出Ij:ど･tうな権利を91僅するという1̂軍的fjru潤 がある,⑥フォロ

-アップかJf;f･分である.⑦体顎の'安k'以上に火切なのは杜会的,I.･,L銘rrlJ安定である.

とした上でオペラント技法(行動鍛iL･)は孤溝にJJ効であるが.もともとの切掛 二お

ける問喝行動の治諾‖二はさらに溌展的な治鮮プログラムが必要であろうとした｡

)980制 t:には多軟例での報告や.拾滋技法についてのさらなる倹dlがなされるよう

になった｡例えは･Sf経()988)は行動紋法を施行した33例中30例は治粧して遡綻した

と稚JLJ-し･さらに玉F添(1984)はrl動b:t法品行例の経過を追跡し.｢良AF｣と rやや良

好｣を合わせ1=例か70例中855H =のぼったと碓L!,-した｡Touyzら(1984)は行動舷法

を鬼行する照に厳しい制取を加えたUJ(3J例)と.掛 ､引取を加えたeI(3451)を比

較し･明弘なp-かflかっ1=とし･居い引取での行動般虻の方が医姑スタッフにとって

時mJ的なゆとりかJJlまれるという利/.i.や.柑神政法に持ち込み易いなどの理由で望ま

しいとしたD＼ussbauJら(Ⅰ985)は63例の川に対 し,退院のための日は体正をLR,は し.

珠玉増加 ここ:Ll=報折 (テレビ牧Trなど)を与えるなどの行動辞止を含めた多次元的

アフロ-チによるrnL蝶を行い その点火.加速時平均113kgの林立が治妨終 丁時には
ヤ伽 62肘 こな l)･平均275カ月後にはjF･tiJ522kgになったとした｡

1980年代の判f以附 こなるとAhのft;嫉tこ対して何らかの行動妹法的アプローチを虫

I)入れるAi公が大半･という状惣となl)(-lsu柑86. Xatzl990).位iErでは認知行動滋法,

架放牧法など地のruL妹技法と組み合わされた形で行われることも多くなった(.･7,k19

87･ Luechlerら1988,SIc･ncrら1990)｡もっとも.そうすることで治 肘 声か上が

るかどうか.:ついてはnj在のところ.り雌 ではない(lolrら】992)｡

以上の報告などでも提示さTLているが.3昭 は現lEのlhlの行軌感法に対 してなされ

ている辞也やlH憎 く=ま次のように要約され/Uと･Cえてい/D｡①IS屯姓ttlの問題 .行動

般法はHL弧LV]hTTをもたらすという類では砧い神価かあl).治絞 上,_771盟な役･.rlJを持つ

(YaLcs1990)が.その後の1本iZi鮭紺に対しては疑FuJか投げかけられており(lerryら19



89),またf巧允(i川 村少)やその後の肥満などについても明確な結冶かない.②体
TR以外の (退院)治嫉反応 行動滋旺施行後の食行臥 社会適応tj:どの体五以外の近

攻反応についても否i'的な見解が少なくない,③休正と予後の関係 姓菰増加を回る

ことが予後にも好影響をL,えるのか･また体正増加は身体的改善以外においても治a･

的なぶ遜i･持つのかどうかというh川日がある,④下h'L分肌 こよる治紙反応の遇いのtl

無 一不公判と大食1Hzと下は分創 こよる治威圧応のE光の旗iIか不十分である.⑤虎

行上a)留B:(･.-行動砿法をよl)効At的.こするための技抜上の留意烏や他のTEi鉦技法を
併用することの先非などが不明確である,などである｡

4.&研究の日的

すでに述へたように.大食型は不食型よりも催析Jl胤 衝Jb行為,ER紳婦BBなどに

おいて立筋で r機 が愁いとする稚告や おf食陀･1.の遷座化例(ま過食.V岐を,i-;す串か

削 ､という雅浩(1:･jrら】990)は多くある○しかしこれらのことをBi付けるために-

3iIの治泌姓を施行し.治嫉反応やT･後の丑双を比較鹿討したものは席である.一方.

行動家法は不食掛 こ刈してとrL司馴 こ}Cil軌 こ対してもEIL期から行われており(Lcllenb

c'gらIg68 bl川derら1978,LobbらIg72),また198岬 代以掛 ま多丑剛 二鳥行した

和仏'-もある○例えば･行動於法の旬日,L-の小でTouyzら(】984)は65例中T7例はV｡mter

andpurgcrであったとし また対症(】986)は75例中46例に征動食い.40qlに昌潤 的喝

吐かみられたとしている. しかしいずれも下位分類を仝掛 こおいた314tではないため

この二つの治泌反正､のB犬には溢れていない｡

1(動EE'?ltfこよE)什正LOJJl)に成功しても体韮維持を含めた1機 が症例によりRtなるこ

とは捨Ll:的に牧Zfされるが･ATi者はこうした遜Rか生まれる好個 の一つに不食42と大

食42⊂いう'如qiの退いかあると姓61Lている.本研究ではJf:食iJと大食41の二糾 二対

して体東柵加目的の人戻行動嫉a:という-k'の給紙d;-を鹿行 し,人駐中の反応や選炭

6カ月後のJh G.托会適応f空.食行臥 月桂などのR児を対束することで.次のよう

な郎 ほ 試みた｡それは,①不金型と大食型の治銀的刑引こよる反応やT,後の遇い

②AVの行ArJ破法に刈する出川やF:5JnLJ1-の安当性.③爪の行動瓜a･の講応.L5行上の番
EJ･.fiとである｡



】対象と方地

対馴ま111月院(光京都又T/.l医o72峠｡内札 心群内科主lA)に19且2年12月から1994

年】2月までに仏体3iのため入院し.体Tri的加を目的として行Jb,rLf法を億行 したA.tのう

ち･退院後も】l捕院または火京大学心誠FW =こ通院し.体正所性 などの身体管理を受

けることになった72UJである｡これを以下の二掛 こ分類 し, 6カ月rFU経過概群を行っ

た｡

①11のうち過食 Ⅶ畦の既往かないもの (以下,不食戯)435J

②仏のうち過食.qE畦の既i上があl).入院時も過食V吐か著しいもの (以下,大食

壁)295J

この72例のうち退院6カJ]後までに不食掛 こおいては4例か中帆 l例か終了となL).

人食掛 二おいては251が中晩 1例か終了となった.このためJl終的には不全,3138臥

人ity126例の合-'164例を良計的解析の刈態とした.終了とな-,1=のはいずれの例にお

いても心身とも.=当血のrl柑 山かはば解決し1=と治班名.iL'h-とも内研したためであ

る.なお,いったん外来過錠後,再入院し1=CJは対数に含め.遡戻6カ月径の時点で

iTi人駐中の幼合はJll入院時のデータを)1にした また. rliしめにJで述べた下剤類

似允品を乱川した1別の他に.I･lE!かLul性臥 カルテ不信,応力ロリ-㍍液あ行例

などは除いた なおIIL奴からyu性例を除いたのはluまそのR1.i渦 転として ｢男7一課

聖 や ｢付のようになL)たくない｣など恥と創 芸なrX]係がある(下坂196L)とされた

経過がありrその後もネ▲GJk(柑79)か女比例に比べて1'･後JF瓜としたり.滝沢ら(1989)

が抑 打牡梢などの追い手指‖痢しているなどの.･Jミを考L若したためである｡なお. 暇 に

て凝影臥 行動媒雌 を施行したqJ.こついてはilJ回例のみについて郎 Iした｡

jF研究においては内分臥 生化乍凍企所Liなどの比較故.'寸は行わなかった与現在,

二糾iJのERとして人血噂における山 ●ウアミラーゼの上井や仕K血症などのni解質R

常か指摘されている (J末栓ら199J)机 これらは僅かの叔臥 過食I吐かない1='けで

急速に改昔する｡-G.大食砂 =おいてt'入院後.速やかに過食q吐か消失すること

か少fj:くないため.こうした横軸 土人成此後に行うことか必要である｡ところが本研

究の対史伊‖まこうした11応が泊れない4i合か少なくなかっ1こため.比較投打のi=料と

して適当でないと判断した｡

神経性食欲不軌 t三の診断はJ7-JI川 和泣伏.J息･神鮭性食欲小編旺凋丑研究姓の診断避

難〔Z990)によった｡これは次のGnj川 のJiたる堪畔による｡すなわち.①横軸体Triの



-20HJ上のやせ･②虫行動の児僻(不食.多食.隠れ食いなど).(3)体玉や体軌 =

ついての企んだ越点(休韮LO加l:対する極瑞な恐怖など).④斜 丘年齢 30度以下.

⑤(女性ならは)k月払 ⑥やせのb相 と々えられる器哲的涙駁かない.である｡

なお･DSlⅣの港晴塵稚1との凹速で述べると･不i14!はいのKeslr.ct川gTypeを.

また火食掛まB川geEating/Purg,ngTypeの診断鹿唯を満たした｡

ちなみに･DSN一Ⅳにおけるlhの冶瞬基準は次のようである｡

^年苗)と身長に対する正常t4=屯の位低臥 またはそれ以上を堆持することの拒否 (

5J 期待される仏正の851以下の作並か披くような体重減少.ま1二は成点期間中に期

待される体TrtJLVI加がなく.期待される体並の85‡以下になる)｡

B体屯か不足 している勘合でも･体張が杓えること.または肥満することに対する強

い恐怖｡

C自分の体のTriさまたは体形を感じる感じガの院甘 ･自己評価にJけ る休玉や,&形の

退部な影響.または現在の悠体EiのTri大きの否i2.

Dか欄 故の女性の4!合は･無月払 つまI)･月鐘周n)か連投して少なくとも3回欠如

する エス トロゲンなどのq=ルモン投与後にのみ月鹿か虐きているqfi.その女性Ii

短)1柾とみなされる)｡

kesLr)cllngType Bl(̀の N̂のエピソー ドの瓜川U中.J上川 はJNhJ的にむちゃ食い.ま

たは排出1T軌(つまI).自己践兜作叫Ji.または ト札 利尿剤または綻脱の誤った使

JH)を行ったことがない｡

BlnReEal川gPur東.ngT)pe:現Ltの▲＼のエピソー ドの刺判中.恩者はBl別的にむち

や食いまたは排出行軌 つまり･自己誘虎性q吐.または下R.利尿剤または錠BAの

誤った使用)を行ったことがある｡

JI'-食鞘や大食49などの診姉は･lhの速断 こ麦畑 JL,たtl.鼓のi'Ir･保 が参加する症例蚊

村会で決止され1=｡なお･刷 り佃 換井法は平uH=J:る方法によった｡すなわち即 k

uLTr(は耕良160cA以 1-･の切合は(身長-loo)入09で求め.160C7-Z50C.の場合は

50,(身良1150)xO･4であJ).150C一以下の幼合は(身点ITDO)で,求める｡また也特

休花比は体五十号韓体魂で求める｡

行動奴#;･はオペラント条件づけによった8実府のやI)jfの8軌 ま次のようである｡

まず悠郎 (入院すると.治諒省く主として碗tX･管理医)は糾 -2旦Wの較無期剛 こ



おいて･柑介抗や一束BE･および'LL･･EJt;人などからの怖報収典に加えて.病棟での生所

のJ:うすや塩練スタッフの稚Jとからhhl懲確解をはかる.なお.この較恭期 田 中.qJ眉

の外批 伽会は3;}JLされることが多い｡ある楳腔の･EABの把捉かHl能になったところ

御殿プログラムとは体 Ti梢hJH=応 じて人硲･Jiu食,Tu許や71枚.向合.外Luなどの行

動制取を解除するものであ J)･治li(桝まその,i.鳩 にとってどん榊 順 解除か報尉(強

化+)として滋味を持つのかそ乃Laした上で作成される.このためEl漂体重や行動制

限の細かな内糾まLEqHこよF)yeなる 作成したプログラムは･汲々の希望も加味した上

で決k'される プログラムに対する合一削 く柑られた後は眉に-Bl行われる体重判定の

兼ば でその辺のft劫IJ田が決近される. (佐々Jkら]988,久保人ら1989.fLJ円らJ99

2)(以下･これを什g13f?加口約の･rl掛 tt･池と呼ぶ.)なお全対射 二対して治碇を1担

当した入坑小の純払'L7型tk(Ji治は)は合計9名であった｡

木研兄の旺例に刈するi畑 机去以外の治境について述べると.多くは由佳医による

正一同作IB!の支持的も7神韻仏か鹿iIされた.また必要に応 じて下札 睡環芽.および

少芯のyL不'&典などが通札 処方された.なお.体重相加El的で超物か使用されるこ

とはなく･向約紳生か他州されることも人Y-の症例においてはなかっ1=C

山院後の冶絞弘は外米托l当となったJi治肱の判断でjB訳された｡ しかし外米主治医

はb;ruuとして人馴 'のlljT接陛または赫HAT･rでBJ!比がなるため.入院.t･に恥じ1=治舷か行

われることが人-トであった｡退院6カ1日女の体乱 月蛙のIL-無,過食牡吐の1ほ やそ

のtZJR.比企適応肱の制止は-Eとして外淡l=治医の刑A･.記鵬によった.これらの外

来 L冶也は･いずれも斉脚 した仙fH:･Hであ()I.11･8-か人削 ,は比例検討会にも奉加し.

人捌 きのrfk'P;と外来担当比か5'4なるときは'1,･者に朋するLM もしばしはなされ1=｡
比会適応度はG∂rl.nkelら(1977)によるGIobd)C】lnl亡a】Scoreの r宇塚.穏韻に

対する点応｣に碑払した｡すなわち以下のようである.

0J7校.中41に戊朋正しく行き,能窄的に勉強や仕甲をしている｡

]乍校,嘩切にrlくれ あまt)勉強や†上野をしない｡

2しばしは学校･聴収を休んだリ.勉強やf上-J･か不満足にしかできない｡

3働かない.あるいは7-校に'rTかない｡
人掛 I,の 目標漣成旺｣は以 ｢のようである｡

1入院後･Ff雌 必出′肘uJで如めに)収I)決めたu標仏式をiBJuして退院｡



2合意退錠 TtHL(βと忠店のrFuでZlほ体JIを変止することに対して合.Cかあ l).その

合濃したElほ体37ii･iB成して出院｡

3日樺太達成の状闇で進駐(臼己退錠,転院など)｡

過食q吐BEは以下のような題桝 こ弔じた｡

0i旦愈qlliかない｡

]遇に 】回以下の過食唱吐かある｡

2:過に2回以上の過食電吐かある机 侮E]ではない｡
3.触日のように過ilq吐かある｡

ま1=対応のない二L洋の差の映従はL検i'. ″annYhltney倹k'を.対応のある二群

のJY.の験疋はペ7- ド1枚追. -11eoxoTt検定を用いた.退琵6カ月故の休jE変化の

比較においては作･rL変化を従rLE;変数とするgilt,JWjlVr(ステッフワイズlL=)を月日､た｡

相mru係はスビアマンのIL5位相Lu伐丑をJfH,たく過#らE992)3



Ⅲ結兇

1.入院時の患-B･の17月(去 J)

1占Ii'U-のEE-大体iE(標準体重比)は不金型は平均47.9kg(.902).大食軌 ま平均5).3kg

(･965)であり.二郎間でイ1.g:/Yiが認められ.大食型が人であった｡入院時体n-(標準

体gi比),刺 -JI'畔肌 入院帖咋齢,曜Jh')D川U,入院時祉金適応度においては二叩tuで

イ[･E･-:良が認められなかった｡また入院後に決k'した,退院のための口牒休重(標準体

iE此)においても二),'fl糊でll.Cr.i.Yi･が認められなかった｡なお.入脚 糾ほ は仝比 標

準体韮比で0.75以下であった｡

2.退院時の状態(よ 2)

入院J抑L"･迩脚 ･y体重(標解体Ti'比),入院中の体韮変化(標畔体韮比).tコ横越

成腔において.二L.rY-ruJで有.t･三品が認められたものはなかった｡

3.退院 6カ月後の状懸(去 3.表 4)

退院 6カ月後においては作屯(標準体茄此),体iE変化(標準体玉比).社会適応

度において二村 uJでTL-.忍-:屋か認められた｡退院6カ月後の体重(標畔体重比)は不食

型は平均38･5kg(･726).Jk:金型は平均35lkg(.663)であった｡退院6カ月後の体Bi･

は退院時に比べ･小食』削ま平JtJI･28kg(024)のLF,伽 ,大食塾は平均3.82kg(072)の減

少であった｡祉会凱 占腔については不食型は平則 .26,人金型は平均2.35で不金型の

方か良好であった｡

入院時と退院 6カ月後との比較では体重(標準体重比)においては不食乱 大食型

とも11-g鳩 が認められ.二郎とも退院6カ)J後において.入院時よI)体3Ii-(標単体芯

比)か印加 していた｡ しかし祉会適応腔については不金型にのみ有ruT.･丑が認められた｡

すなわち.不食判においては入院時よりも祉会適応皮か有;i.':に改辞 していたが.大食

型においては改題 しているとはいえなかった｡

なお･退院6カ月後の時点で人脚 きよF)も体重が下回っていたのは不金型1臥 大

食型7例であった｡また退院6カ月後の時点で標準体重比において6-も大であった例

は不食型では106.人金型では0･96であった｡すなわち.両群とも肥満傾向を示 した

例はなかった｡



4.Fl柾.過食ql吐の変化(ぶ5)

J胤 二ついては･人馴 盲にはJf:irlL!･大食iJとも全L13カF]以上t=わたJ)忘月鐘か

掛 ､ていた｡退㌫6カ月後までに月経か回復 した鮒 ま不食掛 二は譲く.大食Elこ1例
はめられたのみであった｡

過食可吐については･不忠r･- ､て人馴 lr=遠iEqL畦にtEした例lまなく,退昆6カ

JJ汝までに過納 pほ JめたのはJefでいずJlい ､のままであり.このうち2糾 まiiL

払的にAl二LuJ以上の血企唱吐をiBめ･人ft4jlこ麦化した.人食掛 こおいて人駐中に過

食甘吐かほぼ171LA･したeJは6例･il〕火はしないが政彦した剛王I3例で人醍特と迎剛

の19食刷上LQ-の比較においてもイ[･q:Eかhgめられ1=(T〇一OP〈O01)｡i廷錠時と退B;6

*JJ後の過食qB吐Bfの比較ではイlg:Bか&められ(To0P〈O0Ⅰ),退院後に過食q吐

かIl胤 馴 ヒしていた｡心配6*JJ後の枯L:･･で人- と比べて故Atした例は8例(ラ

ち･15食帆 がほぼ泊火 したのは IU)･遇一回未掛 こなった例は2例)であった.A

肌 と退院6カ月後の過食qi吐度の此校では-JT･｡:且か認められ(TO-aP〈ODJ).過食

恥LIJ･JBlの改Ffかみられた｡

5･退院6カJj後のイ柑 岬加に針 iLI=tLIl･(よ 6)

退院6州 後の仏jE変化を従朋会款として - L2人体Ei-(脚 体韮此).入院時

休TE(桝 iS正比).入院中のt柁 針 と(- 休gL比) 苑馴 =軌 入院時i職 権

棚 Iu･入院時社会頚L占JR･人錠剤肌 退- 休iE-(- 体韮比) 目標速成腔およ

びJl;食型カ､人血LJカ､の∫碓 ク}部(ホ企42をJ･人命42をZのダミー金敷とした)を独

TL変ikとして軸 柑分析{･おこなった｡この出火･脈 相 加にもっとu i一献している

のは病形分湖であっ1= ついで･入院時咋g;･入院時体並の旧となった｡すなわち.

不地 であること･人跳 年前か拭いこと･などか細 峨加にj7献していた｡

61仏式と比企適応腔の細Lu脚係(Ji7)

入院桝 相 と人肌 祉会適応LR-の間では 二畔ともイ槽 な相関関係がなかったか,過

錠6hJJ後の/柑 変化と･退院6州 後の～t会- IB-の変化との問では不食掛 二おい

て(相 川 の朋 (- 370)があl)･仏並の50加かみられるものほど比会適応度も好
転していることか示唆され1=.



Ⅳ症例虻示

1.不食型の例｡T+く入監叫17皮.lj丘156JcJ)

子供の頃より･周囲からは ガノバ リ尾 で 明るさ101｣とみられていた｡しか

し.馴 まrlrえることか ないJという印故も持っていた｡･gHF4月.芯投入乍剛 5

kg(病併載火脚 rl.)であった｡人乍直後に付がiT折し.2カf=村人院｡この1=め憩者か

ITlに代わり'3日lをしていたか･この附 徐々(='S明か戚少し,E‡収退琵後も誠少は提

い1=｡またJl純も7月を政後に軌 lこした｡体屯減少.紐月捷i･け月か心度し.日月.

心肺内円外来初栓｡入院を勧めるも応じないためやむやく外米通能とした｡･AEはそ

の後も血号を掛 ナ 入院血相まで過活動であった｡r92糾 月.階段妙行もt村澄とな

I)F数省もやっと入院に同意しf=｡人鎚呪 維7Ti･298kgで杜会適応LfEl0】であった｡ El

せ88E3FuJの入院で375kgとtiF)〔IL.Iif成してiu捉(耶慧if成庶 l)｡退琵庇護よl)守

軌 二割 可し 朽び辞犠的に流動するようf=なる 退錠6カn後のEi･烹ではJ+･砿37kg.

月掛 iruj'tk'せず･杜会適応IB:Eま0 で･過食V吐はなかった｡この症剛 ま退堤糾 年

攻に遜完を中斬した-その頃の体Tlは39kgでそれ以外の削ま退院6カ月後とはば同様

であっ′こ｡

2大食型の例｡K+(入院8日9歳 身良】6Oc■)

中学芯校は成組も良く 的mfことっては 7-のかからない f 安心 して見ていられ

る子 として成&していた｡ gI咋 /さ･おや的55kg 塙前厄大体韮)｡将門学齢 二進

7:し,夜道くまで戊詔をこなす旬日か抜いていたが･その頃から徐々に体q1-が戚少.

'93咋】月には46kgとなl).n椎も 93ifi2Jli･瓜彼に馴 こした｡4月に亨校推考で
-京王の設計り場 所に放恥 そこは化･Jiが多く･一部の化･1-はこなせずn宅に持ち帰る
こともあった〇二のJ.rU.体茄はさらには少 し5′=二は12kgとなる｡3･1=10月には冶it

q吐か梅まI)IF131から心舐り勺杓外米受虚｡外米貸冶後も†l･Jiを+,LLけていたが.価rJ

なりEl分から入院を希望した｡■93咋)2FJ入院｡入院相.作耶 55kg｡人炭山iほ で

通院などやむおえない馴 lを栓き･欠勤することは/JL-く.なんとか化･lfを掛 ナていた｡

(社会適応度LIJ)｡休可i39kgi･n腰とする行動蝶iL･をBL案｡本人も同.q:したため閑略

したれ 入監糾 カ月後に r早く働きたい｡過食もなくなった｡身体は健康になっ



た とIFL凧iii院を希甲｡テf棚 Hとの･話し分いにて目標を37kgに 卜げ.37k火以上のイ川

か2別 口掛 タは出炭ということにした｡85nlt･rJの入院か川打 375kgで退院(令.R娼錠｡

日伝速成腔'2)｡入院中 揃院内では過食唱吐ほほば荊失した机 外出中に過食して

しまうことかときにあり 過食耶 t皮は l であった.iA院後. r攻rdl軌 ､た方が過

食か抑えられる｣と深夜の欽飢 IJ=に勤珠するか･mJもなく辞める｡その乱 洗剤を飲

んだ.)･手打を切るなどの日没金岡があるため ■91iF7Jlには糾 ヵ月間大熊した｡

iA院6カ月後の特攻では体並33kg,過食耶 t牒 3.1t会適応JB=は 3 であり.月株の

回復はなかった｡なお.この1ll;例はその後･.徐々に作市か珊加し.それにともない過

食qM:ら誠少し/こ.また私印′?･校に曲ったり.ィ､削 りではあるかアルバイ トもするよ

うになるo退院後約2年'fF咽 た時頼ではノほ t,鹿別fFしくあり.休Ti52kg.過食即 t

度日】,托念適応皮目]である｡



＼ノ･',E<

LJf;允1Y!と大金Bにおける人㍍FlのifIII･および大別 .の治蚊疑応の老兄

活fLf反応の遠いを噂討する掛 こll･対投皆瀬のfh魅力職 馴 tにおいてF.･1じかとうか.

また万邦があるとしたらとんJi･･!･･であ.,たのかか問24となる Ji-研究の対象となった

不分相と大食郡では針 ぷiF･Ei･人琵帖fF･gi･擢瑞"Jm･入院li作gi･.入院時姓会適応
LFfこおいて･有澄劇 ま認められなかった｡これらをみる頼りH柄堤においては,不全

iyと大食甥では入院行動淡汝の#Jf化 の速いはなかったと考えられる もっとも.内

村立件で保答案などを持たない"炭への人錠の眉宙をfI斬する別 iの治破者は.禿共

な輔沖症1人を持つ例や 著しい逸脱行あがTJ惣されるUJi･入院逮応としないなど 入

院対政とするrii･Hを選択することが多い｡このことが二RfElfJで1J･uT:別 個 められない

一別 こなっている可能性かある(l993大作ら)Dなお･大食4･Jは不食出に比べて催柄

hJruか釦 ､(VandercyCkcnらJ983･断也J985 米松らJgB且)とする報告も少なくない｡

人跡らのH院での確告 (】993･]995)E=おいてもこうした傾向かみられた｡この理由

としては･ r妊例提示Jの例･Cもそうであるよう(=･ホ食型の総過【Pに大食掛 こ変化

する例かしばしはあるためと考えられる｡

ま1=･入院耶 1･退院のためのn倍化耶･過脚 字体ITl･人馴 】の体gi変化.入院中
の口梼iB成LC.こIXJしてもITS･遊カ<dBめられなかった｡入院中に取ってち.行動赦放流

rl例で二郎の体玉の変イヒなどのbYJ火を多数例で報iI,し1=例は称である机 = 再転の例

から何軒すると行剛 繊 施行による二側 のLR応のZ-はなかったと.RlLわれる｡なお人

11ら(1995)のu 脂 での鞘丑では.転院や〔ほ 迎院などの制令(=おいても不食型と大

食僧では明らかな差はなかった｡

2.過駐6カ月'Aの体並(仏前杜仲の問喧)

退院時と退屍6カ月後の体Tl(退院後 6カメ州 における附 は 化)について述べる

と･不金製では退琵時に比べ体qlか杓加したのに*･JL･大食5_Vではば少となり,二群

Wで1ほ Bが認められたoまた不食6gカ､大食 41かの稀形分ZAか出炭,dE.6カ朋 Iの件韮

変化に位も責献していた.すなわち･退院貨･6カ月間という比較的短期間の迫削 こお

いては･ rはじめにJでl･Yの行動嫉汝に対してなされる閉切卓の一つとして掛 ブた.

仲玉扱符のfL'J項･すなわち ｢(行動破法政後に)年別 く柵加 しても.鮭符には開削 {

ある｣(Bhan】1ら1974･Terryらl989)とするは鰍 三人金型に対してのみ当てはま().



Jf;食掛 こおいては当てはまらないと考えられた.

ところで･退院6カ月故において巴感触句を示した1.･E例は不全欄 大食巧･!のいずれ

においてもみられなかった｡ 5･行動嫉法の遜rt=および施行上の朝正別 でも触れる

bt･行動at'h:･に対する放榊の ･1に ｢鳥行徒 肥･削こなl)やすい ･という拍指かある｡
行動a'tL-後のK消 傾向を老けるために･8C.lS(1978)はrl劫破弘において,3･赦なけTri相

加を拘らないJ:うにすることを勧めているが･H柱でもE]掛 川 (補加日だ休刊)杏

あまり布くしないようにしている.このことか 過托6カ月後において配荷となった

例がない理由の一つであると¶HHま推測 している｡

3作Tri以外の山院6カ月彼のだ;椴反応

/柑 Jn加口約のrl動姥法は･過食叫唯などの食行動児常の改;1.を l二喋な枯淡 E7億と
しないれ 括ntから判断すると･人馴 ･は大食咽においては過食qM か改苦し1=と増

えられる もっとも退戻後にIJ増 する例か多く.遡扶6力n後において,人転封より

改#しているにせよ･Lf屯相加Fl的の行動蝶d:･は食行Jb改善目的の治敏としても有効

l=敏能 していると括冶すべきかどうか.疑問か妓る｡

-h･不食4'Jrこおいては･人削 りこ過食馴 かみられた例はなか.?たが,退院6カ

J=麦に過iz即 Eか弁胴 に認められた例か2例あっ1こ(鼻と火で述べた.過L回未納の過

食喝牡の例はその後llUもなく消失)○ところで A,llのEr然経掛 かに大食型や):愈症に

移行する糾 ま多いといわれている.例えばIF]燃.経過を較黙 した例なのか治諒をhrIえ

た例なのかl=ついての記掛 まないが･Garfl仙e)ら(1980)は過食群(69例)と非一連

魚群(T3例)の比較報告の中で.チ-タか4.JnJできた過食群の711は択食S,J田を掠め

て平軌 9カ月律に過食か出Blしたと述べている.またHcrzogら(1988)か行ったAYのTr

後についての文息的レビュ-によると･不食不才の食行動の予後について述べている7

文帆 二おいては･11の柘馴 '(牧水例riuは5カ∫】から数十咋)に過食を含めた気まぐ

れ食いかみられた例は)的 ～641であったとした｡行軌耕法施行後に過食即 たが始ま

ったJ)･朽発するというr!相 のm旭かBruck(Jg74)以丸 なされることがあるか.罪

省力咽 べた軽朋では行動療法&行後･不食別 ､ら人金型や大食症へた した糾 こ対する

炭計学的検討や･またそうした例か自然経過や他の治貯法に比べて多いかどうかにつ

いて多故例で検討した確告はみられなかった｡JF研究において らこのru)頓について示

唆できるだけのtE例数かない机 少なくとも砧軸旋で大食型や,A:食掛 こ移行 したとは



いえず したがって･行動班法が過食唱吐を誘発する-1J維作(8ruckJ974)を支持する

鑑Rにはならなかった｡

次に社会穎応肢でみると･不食iJでは退院6カ月故の社会適応腔は入院時よりも改

蒋しているれ 大食型では改ITTしていなかっ1こ-すなわち.不食料 二おいてのみ,Ft

Tri柵加El的の行動繁法は比企適Lf･l空の改洋という!やでもTT効に杜絶していると.性われ

る｡こtlはけ屯杓加目的の行動斌iL:がは全作の故潜という/･-でl･{赦しi･1るのかどうか

という悶掛 こおいても不食孝と大食4!では垂.･･削 .北なることi･示竣するものと思われ

る｡またこの結niは大食咽かT･後不良であるとされることと才佑しない.

なお･Jl椀が阿智した例は食体で】例にとどまった〇二の馴 )は月経の回復は休茄

のEr7llGよJ)も時Mlの経過を要するためと.uT.われる0

4.体蚕とT,後の相附関係

咋束と予後は和rqするのか･という馴 Iは治Q･目標という奴.朗 ､らも屯要と巧える

か･これらのJは 稚Lと･はChannonらの稚告(J985)などに散見される確度である｡cれan

nonらmii:ではJ9サ化された好機 プログラム(.r紐不明)を施行し1=15例の州こ対し
休TrEや月並&(mTなど)にJ=る食行動やうつ状態の評価を人削 ,と辿掛 年後に品行

し･伸 後の作茄と退院時のÊTスコア･^院桝 miおよび催収ル川Ffに相関を招めたな

どとしている机 T,後と体茄にF対しての明椛な結論かなく,またlNの下位分弧 二よる

出火の考掛 ま試みられていない｡

ネ研究のLt父から不食軋 ):食4!とも入皮.il=おいてはは萌と祉会適応度の有意な
相附 くなかったが･iA琵6カ月後の体重変化と祉会適C:灰の改弟とに関しては不食卓

において71澄な相関を示した｡すなわち･不食･.才では休正が増加している例ほど社会

適応肢も改音することか示唆された｡休7r1-欄bTlをtgIることの治蝶的慮丑についての捷

Ju(Brl'Ck】974)はJkだ明弘なLl,始をみないが･これについてもJl<欠礼 大食iJを区別
して検討する必繋があると瓜われる｡

5.行動ja'法の善応および薦行上の部.%:吉

休n-増加El的の行動滋法という統碇技法のA応やその留意}･Eこついて考えてみる｡

まず･不食IBにおいては人尿中･体iE増加がみられ.また退錠6カJl後においても退

鎚lきよl)も体正増加がみられておL)･体玉村加という当初の治群目的を父たしている



と考えられる｡また.肥料 こなっ1こ例はなく.過食即 tが.LH現した例も多いとはいえ

ない.さらに件gi相加に伴って乍校や七城によJ)鎖榛的1こ参加するようになっている
ことか敬われる｡このため.不食僧は作並杓加R的の行動坊法の良い適応であると考

えられる｡

-方 大食馴 こおいても折紙成北がなかったわけではない.は休邪で入院する川 ま

身体的な危故介入という朝雨かあるので.入駐中に不食･Lyとはば同様の体韮相加的 .rl

られ･外来治蝶に移行できたということは. 一定の成父i･丑味すると考えられる｡し

かし,退院後は体屯滋少がみられ.また社会通好腔も改源しておらず.さらに体ZZi(
および別 口体盃)と社会適応性も佃IRJしないことから.この技tl:･は不忠型ほどには祈

効に故紙していないと思われる｡);金型は他の治毅技法においても析群囚腰とされて

いることから.休明神hllll的の行動蚊t_l三は大食AVに対してはft;,riirrJ志茂かないとはい

えないにしても.例えば人托治めを利用して他行 ih堆石falのLU保を円Lf箕すること

や･社会適応などを阻んでいる桝田と聖者が取l)細tIことを支抜することなど.件韮

相加以外のFlは攻J定や拾鍍技TL･の1=夫が必要であると.u'b れた また.こうした結盟

はしばしばなされるr不食4ILと大食屯では病態が異なるという精油や.大食刊は不食

1')に比べてT･後不瓜とする見解とJ･爪しないと七えられる｡

次に この抜放を川いる際の脚.t･A.lfとしては 人馴 ･の作Trt変化や入院Jm lの長さ

などは1'･'q.形分湖や入院時咋齢11とに比べ,辿院6カ11枚のL4:TRlR化に対するb･L川

が低いことから･入院.Plニ件邪を);きく的加させても,その後の板持(増加)という

a-で問題が残ることを示唆する｡これ ますでになされた.作蚕増加は=･.逆でない方か

予l&か良好であるとするTrf舛(ke=er- I977･BellSI978.HsuI986)と矛盾しない｡

本研究から放為の入院用m･F憎 体現 口授とする作TrLEfl加を旅し止ることは同JIで

はあるか･TEBの貯床での坤輸からも日掛 岬 をあまI)招く改nIすることや 体両州

加か);;しくlj:いという軌 11で人位別耶Jをむやみに延方げ ろことは.榔 b･効児という[.･T.

では斜)一EJ味かliいという印柴かある｡また不11仰 こおいて体罰JMIT引ズ】ることはり

全速応など他のtf,･1Lt的i;･丑も作うことを示呼する出火になった机 これi川 和 .n郎

感じている印政と才qiしない｡

6,本研究を行動疎放の治蘇反応とみなすことの問軌 ■ミ

なお･道床6カ月後の結果をただちに入院による行政解法の(遭偏)治療反応とみ



なすことはできない｡その取 11は.那一に.ElだLITrl TT劫利払などの冶鎌プロ7'ラ

ムの内零などについては鹿本的にJf(企甥と大食留では左児かなか.,1;机 患者にとっ

ては大蒜か刀い食いかしにくい.収仙 tLい食･Jiができるなどの作Ti増加以外の意義

を持った可能作かある｡また面接でも過食耶 亡などが詔相になることは少なくない｡
さらに退院後の外R折妹においては.泊aT糾ま偶々の11巨例に応 じて冶解しておl).外

米治班でも行動鍍法を引小二した1.1E例はむしろ少数であった｡;わ-_に.入院枯淡終了

にともなう治肘'tit{の巽化に対する奴応の且 すなわち捕憩の追いから来た可能性も

ある.人提治歌は外米治射 二比べ.ifけさよ荷造がしっかりしている｡過食や郁 tは体領

の夏山にlll結するので大食型は入院という剖取の中では安定し.W仁するか 坤が放

くなる外米においては朋れやすいことを示したとも考えられる｡これは大食判1こおい

ては入院中は過食唱吐か改,Vするが迎院後門び悪化する例か多か.I,たという結盟から

も姓EJされる｡このようにネ研究は統蝶研究としては不克全である机 それは今後の

課哩としたい｡

7.今後.検:1すべ引1.!欄 など

tt後に･十後,検占け べき問児や.渋繊研究上の改着すべき一丈について述べたい｡

それは･(17下位51朗の方法.⑦他のHはfiJ≡などとの比較研光.③ih捗凋熊のPJ糾など
である.まず.今回は下は分iGとして不虫札 人金側をlt.綬して検討したが.この下

位分類がif;鎌研究上適切なものであるかどうかの検討の必要作かある.糾 こ下剤乱川

などを含めた門Hとの有無での下位分瓜と過食の有無での下は分Bfかどちらが望ましい

ものかf:ついては陳討してみたいl!lJtEである｡もっともIl稀院でのBILEではこうした

講jBの1･ほ となる鰍 ま少軌 こどとまったことから,不軌 こおけるuf抱な疫学ZI億も必

要であろう｡

またより厳密な治Ef研究とするためには行動解法を施行 した群としない群との比較

早,行動破法以外の治B'法を郁 子した群との比較詔4tか望ましい｡こうした比較の報

告は全くないわけではない.例えば.Erkcrtら(197g)は81Ulの川 こきIL,て無作為1こ行

動耕法流行群と非Bk行群に分け.H｡ln'即台35日後に判定 し.この二群では休載増加に

おいてE,沢がなかったとした｡しかしこの比較で深川され1:和動瓜a=は58riUごとに

05kg以上Jfl加したらqi冊.手紙.払lH川 などを体TB叩加のffl慨として一触 =決めた

ものであるoLかしこれかオペラント技法と呼べるかどうか,Tp眉は削 りに感じる.



例えばオペラント粂VI=付けを行う際には 削ヒ+となっている附 の験計が必要であ

り,その内容は症例によJ)当然児なるo したがってI -lJ=こプログラムを設定するこ

とは本来的に無理かある｡例えば･ Erkertが稚例とした面会許"IEま場合によっては

確冊として横能しないとATf捌 ま考えている｡lilポロらか而念をYZまない,こうした例

をTt古がla一様関併 したも-E三g･Jで剛 に述べるO-剛 ま紙耶後まもなく体Tri減少か/A:した

女ttUJである｡この例では行動耕法プログラムの取決めの際に1iiEJ･7身が ｢面会者か
あると落ちつかない｡7絹 に叩念したい.という理由で面会を希望しなかった｡その

後の面接で夫との槻係に問馴 {あI) ｢夫の面会かわずらわしい｣と感じていたこと

か捕られた｡この･TLIh iその後.[-- Tiに越してjii院すると.火のいる新店でなく

実家に★tった8面会を望まなかった別の一例では･敷石の家族は別 ､病歴のため艶者

の回'iZを願う気持ちか押れ･家族にとっては入院治紙が ｢入院してくれていると安

心｣と思うだけのものとなっており ま1=この･TiS.古は家族などに見捨てられる軒に自

分から身を引くという大食型(大食症)には比較的良く見受けられる心確横制を持っ

ていたため･面会を盟まなか.,たと考えられた｡これらの例に対する報例としての両

全許.7Tはオペラント条附 すけとはいえす.また- 初" {期待できないのも当然であ

るCなおErkcrlらによるこのW L･一旗にむしろ行動始法か礁んに探JTJされるようになり.

またこの鵬 i一文枯する鍋袖もみら4いい ､ことから舵洲すると･二の和宮に対する評

価は低かったと.ti).われる.

このように行動解法にあたっては症例に):Lこして- プログラムを変える必要かある

ため･蛤床での行動筋法研究においては厳幣な投球での一定の棚 法か設定 しL:くく.

比較H7砿研究が成語なt･のL=なl)にくいBJ相 の一つになっている｡

ところで･休… 加のIf段として使われるものとして 行動嫉姓の他に非推口的栄

別 紙かある｡これには維脇的JR必法･lP心脚脈父誰放く柘カロl)一般附 などがあ

るCこれらの1T効fEL二ついての稚/UL例としては]川 (1986)のW .カ<ある｡これは終脳
的実感法施行例(】】UJ)と非絶勝的,jf慈法(ll例)を比較したもので.体屯回復J:蛋

した平均El臥 -Elの平均休Fl増加馴 こおいて･緩脇的栄養牡鹿行例の方が便れてい

たと報n-1している机 推蛙股的架凝蝕としてどんな治破R;が用いられ1=かの記掛 まな

く･予後についての記載もない｡また･これらの崇乗法と行動群法との削,iE反応を多

数例で統計的に比較した鮒 はみあ1こらない｡Tf者らち楯腔の体gi･批 少例などに対し

こうした治,IR法を一時的L=選択することがあるれ 朽発 Lやすいなどの悶馴 iある印



魚かあるBJF終nrr.)米巻紙約の多鞍例での維ぐ1.-や比較和だが少ない馴 lとして これ

が雅者らのti分のようにgl･範例に1･げ ろ一時的な処atとして用いられ.主な治般法と

なることか少ないためと推qJされる｡

また &匁棚 法を含むqT紳嫉法.男物耕法.官鼓般汝なt-もれとの論破として任用

されるか 洞奈的な精神捺止には反応しにくく(B'U州 982).ま1=盛勿滋itl=ついて

もその有効化かあいまいであるため(Vandere)ckcnら朋 1).J柑 増加を直接目的と

する治姫とはいえない凸 もっとも.行動鍛鼓を施行 した上で･こうした冶韻を加味す

ることの17-lnfLの蚊抑 まJT後さらt=議論されるべきであると-CえらTLるO

なお 大洗統始でないため杏J5(=しにくいれ 比馴 卜死として.外米においてlhEr:

対 して行助府壮(8例)･認知11I勅耕法(8例).コントロール(8例)を施行 し.どれか

か優れているという結果にはならなかったした Cham n(Ⅰ989)の和Lutlもある｡

この他･治統研先としてよl)完全なものとするためには十分なh)糊の追捗頚食など

(Yanderc)ckenら199])が今後･倹対されるべきである｡川 王長い接遇をとるためl=

少なくとも4年岬の退削 {必要であるという報告 もあるrTouyzl98J)｡ノ柑 点の対象

とした症例もおそらくその乳 児なる病性をIl_していると思われる｡これらにblTえ.

さらに･汀祁な1.弓層の刊klなどが-t;L成されれば･よl)適切な治拡肌の検討 坊間の把屈

が可椎になると考えてい/J｡



Ⅵまとめ

体gtA相加FI(lJの行動削 :を砲行した耶 純 食欲不mlJII王fLIJlのうち.小食柳 3例と人
食倒29例の二刑 刀で入院時や退院時･および退院6カ月後における作市.月払 過食
旬吐,托会適応LfEなどを比較検討した｡入院時休耶 発症{F-臥 入院時咋齢.催揃期

I;IJ･入院馴 会適応JRなどは二糾凹で訂･t･･Bが･虐められなかったoま1=入院剃rul.過

院和仏Tr1 人馴 lの体jIは 化･退位のためのu標退城JRにおいても二馴 8でTt意題が

認められなかった8しかしjii院6カJl後においては不別 け はiii院吋よりも体giか増

加していたbir大食型ではは少していた｡また不食五･)では退院後.仏誰か増加してい

る例ほど社会適応腔も改辞していた,などの結盟か和られた｡

不食判と大食型では統糠反応や1,後か児なることを- 的に倹対し.}1･l付けたqF究

那 .-は林であるか 木研究ではl州 別 lrFl的の行MI削 三という k･の折群を行い.荏.i

縫反応やT,後を紙m 'JL=駄 TL,.不全巧LJと人食倒では治ijX反応やT,後か児なることを

丑付けたdまたI＼の行動殻掛 こ1凹してなされる問臥 ･Tや那 J点についても倹;1した｡
それは･①施行後の体iE君的 .こl相 があるとする見附 こついては.大食馴 こ対 しては

当てlは るが･不食掛 こついては当てはまら机 ､･②bG行後 過食唱吐になりやすい

という指摘を支枯する結311にはならなかった･③JIC食掛 こ関してはTl:会逮応などの-T･

後にも好影響をL,えた,④4;食倒にF判しては迎採後体giかLMlけ るものほど社会適応
i)良くなることか示唆され7こ などである｡また･これらのことから不食iyは体卸的

加FT的の行動秘地の1丈い適正こであると考えられた8-JJ.大食割はT,後不良とされて

いることから.適応ではないとはいえないにしても･休gLJnbnEl的の行動班払以外の
治拡技tl:-を加味するなどのlL火か必紫であると一考えられた｡

〔謝辞〕筒を終えるにあたり･終始ご指即 ､ただいきました即 申米松弘行教軌 二深く

感謝致 します｡
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(衣)) 人臣時の1iL)'藷

不愈摂(TH38) 大食型 (rli26)

項相応大体屯(kg) 47_9 -̀56 513 -6.3 暮

(積弊体重比) 902 ±085 965 士 107 I

入院F.f体重(kg) 3ID ±20 316 ニ4.4

(捷準珠玉此) 585 と051 594 土 076

拝罪変化(tg) 169 -491 Ⅰ98 -670

(襟帯体毛比) .317 †087 372- 125

先様咋軌(症) 17.9 +46 相 1 土46

入院I吉咋齢(張) 202 1-J19 22･l 王62

擢1F･ll期間(刀) 295 ±366 527 +577

人醗咋祉会せ応腔 203-)12 227i:tDOT(Z=-081)

退院のための目標体gi(kg) 373 ±31̀ 387 ±29

(横棒休gi比) 705 士.055 730+05】

(★IP(001 IPく005)

紘 .TはyanrL-YhltnCyによる

･体gl変化は11削iJ収大体Tlと入院時叫耶の,i

･社会適応腔は以下に畔地

0:乍校.職域に規則正しく行き.lrt･r特約に勉強や化･JIをしている

1 7校 職域に行くか あまL)勉強やf上りIi･しない

2 しばしは′芦按 境域をllJんだ't) 魁i玉やft,IIか不許足にしかできない

3 働かない.あるいは乍按に行かない



(よ2)迎托巧の状袋

不食H_y(n=38) 大食il(n･26)

人錠期ml(Lj)

退院時仏屯(kg)

(標tt阜体韮比)

入院中の休Tr(変化(kg)

(標準体韮比)

ロ席達成度

1234±86LE

372±39

702ー 060

62±37

117t D61

I.Lt2± 6且

l柑 了 と68I

390･ゝ 32
73'1エ 068

7.4t3D
.)4J± 060

t38+_ 64T(Z;0日)

江 ･Tは当ann-Thllneyによる

･(入屍中の)日倭達成度は以下に畔地

1入院後.治許名取苫Mで初めに取l)決めた口漂休羽を述IJiして過錠

2分ぼ退院(治蚊f;lLL.n問の七g･'の下で目標/i唱を笑RfL.そのEl標を達成)
311己退院 十三㍍など



(湘3) 退院 6カノ1後の状態

イこ食型(n-3B) 人itLJ(n-26)

JtgL(tg) 385-687 35)丁626 暮

(培準体耶比) 726±.日9 663-.124 *

体現変化(kg) 128J16柑 382=J123 It

(招幣体韮比) 024+ 113 -072三 08D tI

社会適応度 126±】20 235▲OgJ†(Z･339) 書t

( H f'く001書F)(005)

江 ･TはyannThtLneyによる

･体iE変化は退転後の欄加体誼を示す

社会適応皮は衷Iと同じ



(Al) 入院IiとRl抗6カ月後のtt屯およびI上全速EEIEの比較

入院時 ig院6カ月後

不食型 仏和(標FtPi体T(比) 585± 05JI 726+ ll9 書*

(n,38) 杜会適応JR- 203±112 126･+120 Ⅰ(T｡=45)暮I

大食塾 体耶(標準体韮此) 594i: 076 6634･ 12-1 事

(rl;26) 托会iS応LR1 227+I00 235土 9･l I(T｡王105)

(i暮Pく00】 iド(005)

江 ･Ⅰは7日coxonによる



(&5) 大食型の過食頓nJ:皮

胸企頓EりIBl

入院時 288

迎抗咋 】31

退院6カ月後 242

( 手書 Pく001書 Pく005)

Tl一 過食唱rIJ_Lだは以下に和迩

0 過食唱吐かない

) 過にJ同以下の過食唱RJかある

2 i削こ2回以上の過食即 tかあるか 晦日ではない

3 匂口のように過食噛叶かある



(よ6) 退錠6カ月後の体韮増加に宕f与 した凶T

- Tl回帰分析の始米(n-64)-

原料 ヒ偏回付係数(B) 偏榔 判係数

病形分類 -390** -,loも

入院時咋齢(歳) -257★ 272

入院咋体TlL 208 227

決定係数(RZ) 261

自由度調軽所与決定係数(RZ) 224

正相関係数(R) 5日

江 ･嫡形分軌 士不食型をE.大食型を2とし1=

･入琵時体玉はほ恥体21-比による

( HPく001 1 Pく005)



(凄7) 体萌と比企適応JEの相関係数

合計 不公邸 大食塑

(n-64) (n38) (n26)

入院特休TrL と入院時Tt公j5位こ 】70 240 川0

退院6りJ後の体Ft とiu㌫ニ6日J後のH公適応JE 270I -230 -090

1本_TE諾化 と純金適応JD:の変化 一310*事 370暮 028

(書IP(001 暮Pく0_05)

tE･lキ並は控唯体gi比による

･変化liⅦ (退院6カTl後の作Th')(退院'l作TE)

･社会適応度の変化 (退院6カJJ故の社会適応皮)(入院吋は仝適応旺)
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